
 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 I 検討成果概要編 
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添付資料 II 議事概要・写真編 
 

 

  



 

添付資料 II 内容 

 

1. 福島市ワークショップ（2017年 7月）議事概要 

 

2. エーヤワディ管区ワークショップ（2017年 9月）

議事概要 

 

3. ヤンゴンワークショップ（2018年 2月）議事概要 

 

4. ワークショップ等における様子 写真 
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福島市ワークショップ 

（2017年 7月） 
 

 

 

 

《議事概要》 
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ミャンマー関係者の福島市での日本訪問プログラム 

 

7 月 24 日（月）～26 日（水）、エーヤワディー管区より 2 人の関係者を福島市に招聘し、

市長表敬訪問、福島市における現地視察・ワークショップを開催。 

 

＜ミャンマーからの招聘者＞ 

氏名 : Mr. Soe Aung（ソウ・アウン氏） 

役職 : Secretary（事務局長） 

所属：Regional Investment Committee, The Government of the Ayeyawaddy Region. 

（エーヤワディ管区投資委員会） 

氏名 : Mr. Ye Tun（イェ・トゥン氏） 

役職 : Director（部長） 

所属: Directorate of Industrial Supervision and Inspection、Ministry of Industry, Ayeyawaddy 

Region（エーヤワディ管区 工業省 工業指導検査部） 

※通訳者：フジタヤンゴン事務所スタッフ 1 名同行 

 

招聘者の全体日程 

月 日 予    定 場所等 

7/24（月） 

7/23 ヤンゴン発 

7/24 朝：成田着 空港着後、福島市へ移動。 

 

 

14:40～講義（座学） 

 環境教育、太陽光発電、環境規制（立入検査等） 

市長、議長、商工会議所会頭への表敬訪問 

17：20～17：40（於：市長応接室） 

市役所 

7/25（火） 

施設見学 

 内池醸造㈱、太陽光発電（2MW） 

 

13:30～ワークショップ 

15:45～交流会 

商工会議所 

7/26（水） 

施設見学（11:50福島駅着） 

 福島県保健衛生協会 

福島→川崎市へ移動 
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福島市による講義（座学）概要 

 

日 時：7 月 24 日（月）午後 

場 所：福島市役所９Ｆ 908 会議室 

 

環境教育、太陽光発電、環境規制（立入検査等）に関し、学校、市関係セクションより、

取り組み状況に関し、説明を行い、その後、意見交換を行う。 

 

スケジュール構成： 

 

【環境教育の取り組み】 

 

14：40～15：00 「環境教育（福島/日本）」 

説明：福島市内小学校校長、担当教諭 

 

15：00～15：20 「環境教育（ヤンゴン日本人学校）」 

15：20～15：40 「環境教育（再生可能エネルギーの学習）」 

説明：福島市内小学校教諭（前 在ミャンマー 

日本国大使館附属ヤンゴン日本人学校教諭） 

 

15：40～16：00 質疑、応答 

 

＜10 分休憩＞ 

 

16：10～16：30 「太陽光発電」について 

説明：福島市環境課再エネ係長 

 

16：30～16：45 「事業場への立入調査（水質汚濁）」 

説明：福島市環境課環境企画係 

 

16：45～17：00 質疑、応答（太陽光発電、事業場への立入調査） 

 

翌日の見学先の紹介 
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表敬訪問の概要・次第 

 

                日時 平成２９年７月２４日（月） 

                   １７時２０分から 

                場所 市長応接室 

 

次   第 

                       司会：環境課長 

 

    １． 開   会 

 

    ２． 福島市長 挨拶  

 

    ３． 福島市議会議長 挨拶 

 

    ４． 福島商工会議所副会頭 挨拶 

 

    ５． ミャンマー・エーヤワディ管区 御挨拶 

 

    ６． 記念品贈呈 

 

    ７． 記 念 撮 影 

 

８． 閉   会 
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関連施設見学の概要 

 

【関連施設見学① 7/25（火）】 

 

内池醸造㈱、太陽光発電（2MW）の現地現地視察を行う。 

 

内池醸造㈱ 

9：15～10：15  ・立入調査のデモンストレーション（環境課職員） 

・バイオマス発電施設の見学 

      

メガソーラー（福島工業団地内）     

10：20～10：35 ・２ＭＷの太陽光発電（外観を視察）  

 

ふくしまさいえねパーク 

10：55～11：35 ・２ＭＷの太陽光発電（概要説明、施設見学）  

 

→ 福島駅西口着（12：05 着） 

 

【関連施設見学② 7/26（水）】 

 

福島県保健衛生協会 

9：15～10：15  ・福島県保健衛生協会より水質検査について（概要説明） 

        ・水質検査の現場の視察 

 

㈱こんの 

10：30～11：30 ・リサイクル工場見学 

 

 → 福島駅西口着（11：45 着） 

 

11：50         福島駅西口解散 
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ワークショップの概要 

 

日 時：7 月 25 日（火）13：30～15：30 

場 所：福島商工会議所会議室 

司会進行：三菱総研小島 

プログラム構成： 

13：30～13：50 開催挨拶 

日本側：福島市環境部長 

ミャンマー側：ミャンマー・エーヤワディ管区関係者 

13：50～14：05 エーヤワディー管区、パティン市での取り組みについて 

ミャンマー側：ミャンマー・エーヤワディ管区関係者 

        現地での政策動向 

14：05～14：25 パティン市での現地調査結果の紹介・論点抽出 

        日本側：三菱総研、フジタ 

        福島市の概要紹介、福島市での取り組み紹介 

        日本側：福島市環境課長 

14：25～15：15 ディスカッション（質疑応答・意見交換） 

15：15～15：30 まとめ 三菱総研小島 

 

出席者一覧 

エーヤワディ管区 投資委員会 事務局長 ソウ・アウン 

エーヤワディ管区 工業省工業指導検査部 部長 イェ・トゥン 

＜福島市＞ 

環境部長  

環境部次長  

環境部環境課長 

環境部環境課環境企画係長 

環境部環境課環境企画係技査 

環境部環境課再生可能エネルギー推進係長 

＜福島商工会議所＞ 

副会頭 

事業推進部長  

事業推進部 経営支援課 課長補佐 

㈱フジタ  

国際支社 事業企画部 担当部長 

国際支社 ミャンマー事業所長 

国際支社 ミャンマー事業所 現地スタッフ 

㈱三菱総合研究所  

環境・エネルギー事業本部 主席研究員 

環境・エネルギー事業本部 研究員 
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交流会の概要 

 

日 時：7 月 25 日（火）15：40～17：10 

場 所：福島商工会議所会議室 

 

司会：福島商工会議所 副会頭 

 

15：40～15：50 開催挨拶 

日本側：福島商工会議所 副会頭 

ミャンマー側：ミャンマー・エーヤワディ管区関係者 

 

15：50～16：05 参加者の紹介（自己紹介） 

 

16：05～16：15 福島商工会議所の紹介 

         （含む、福島の見所の紹介などのソフトな話題） 

        日本側：福島商工会議所 副会頭 

 

16：15～16：35 ミャンマーでの投資動向、手続き 

ミャンマー側：ミャンマー・エーヤワディ管区関係者 

        日本側：フジタ 

 

16：35～17：00 質疑応答、意見交換 

 

17：00～17：10 閉会挨拶：福島商工会議所  

副会頭 

 

※福島市からは環境部の他、商工観光部、市民安全部、農政部からも出席予定 

 

出席者一覧 

１ ミャンマー・エーヤワディ管区関係者 

エーヤワディ管区 投資委員会 事務局長 ソウ・アウン 

エーヤワディ管区 工業省工業指導検査部 部長 イェ・トゥン 

 

２ 福島市 

環境部長  

環境部次長  

環境課長  

環境企画係長  

  環境企画係技査 

再生可能エネルギー推進係長  
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３ 福島商工会議所 副会頭 

  福島商工会議所 事業推進部長  

  福島商工会議所 事業推進部 経営支援課 課長補佐 

 

４ 福島商工会議所会員企業 

  加藤鉄工㈱ 代表取締役社長（工業部会長） 

  ㈱銀嶺食品 代表取締役  

㈱クリーンテック 常務取締役 

㈱こんの 企画室長 

  ㈱こんの 福島営業所長 

㈱大善 専務 

㈱大善 業務部長  

㈱東邦銀行国際営業部 参事役   

東北電力㈱福島支店 部長（企画担当）  

 

５ ㈱フジタ 

国際支社 事業企画部 担当部長  

国際支社 ミャンマー事業所長  

国際支社 ミャンマー事業所 現地スタップ 

 

６ ㈱三菱総合研究所  

環境・エネルギー事業本部 主席研究員  

  環境・エネルギー事業本部 研究員    
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エーヤワディ管区ワークショップ 

（2017年 9月） 
 

 

 

 

《議事概要》 
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ワークショップの議事次第・議事概要 

 

Date: 26th September 2017 

Place: Patin City 

Objective 

Study on feasibility of solar power generation system and solar powered low-carbon water treatment 

system, and promotion of activities in Ayeyarwady Region. Through city to city collaboration under 

"Partnership for Low-Carbon Initiative in Ayeyarwady," JCM feasibility of solar power generation 

system and solar powered low-carbon water treatment system in new industrial parks are studied. 

The workshop facilitates efforts on creation of regional water treatment system (e.g. capacity 

building, and planning support for facilitating the implementation of projects) in the region. 

 

Program 

Opening remark 

Greeting & Speech (Myanmar side), and Opening & Greeting (Japanese side) 

 

Presentations and Discussion 

Background and Outline 

 

Experience in Japan (from Fukushima workshop) 

Renewable energy policy, water management, environmental education in Fukushima 

solar power generation system and solar powered low-carbon water treatment system  

 

Concept proposal 

solar power generation system and solar powered low-carbon water treatment system  

 

Sharing outcomes from Fukushima program 

 

Renewable energy (solar) and Water management in Ayeyarwady 

- Current situation and prospective including policy of Ayeyarwady regional 

government 

- Idea for cooperation  

 

Outline of Myaung Mya Industrial Zone 

 

Discussion 

 

Closing Remark 
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＜ワークショップでの現地ニーズ・問題意識の共有の結果概要＞ 

 

・前政権までは海外との国交が断絶されていたが、現政権では政府姿勢も変更しており、

海外からの投資も増加していくことが期待される。政府同士（G to G）の投資や民間

投資の両方を対象に取組をしていく方針である。 

・今までミャンマー政府が取り組んできた事業を、民間に転換させることを予定してい

る。現在は、民間へ移転できていない繊維産業のみ政府が実施している状況である。

工業分野の取組が特に遅れている点は政府も認識している。各方面からの協力を得な

がら一丸となって取り組んでいきたい。 

・エーヤワディ管区の州都はパティン市で人口 30 万人、24 州程度で構成される。エー

ヤワディ管区では、全体で 20％の電力が系統から供給されている。エーヤワディ管

区で最も大きな課題は電力不足であり、工業化のためには電力は必須である。人口分

布は 30％都市、70％郊外であり、都市には系統からの電力が供給されているが、郊

外は特に電力供給が脆弱である。但し、都市も昼間は使用できるが、夜間は満足に使

用できていないという状況である。これからは都市のみではなく、郊外の発展も考え

なければならない。現在の郊外の発展計画について指示を出している。特に電力が重

要である。 

・新政権になり電力供給は大きな課題として認識されている。そのため、発電部門への

投資は政府側も歓迎するだろう。系統から購入している電力料金は高く、現在は

35MMK から 100MMK である。 

・政府側も電力コストを検討しており、安価な電力へ変更することが考えられるのでは

ないか。自然エネルギーは魅力的ではあるが、太陽光の発電コストは高く、抑制して

いく方策も検討していかなければならない。 
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ヤンゴンワークショップ 

（2018年 2月） 
 

 

 

 

《議事概要》 
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Joint Workshop of Partnership for Low Carbon 

Initiative  

Background and Objective 

Partnership for Low Carbon Initiative between Fukushima city (Japan) and 

Myanmar regional governments (with Ayeyarwady region: starting from in 2015, 

and with Sagaing Region: starting from 2017) aims to following; 

 Accelerating action for low-carbonization of cities, by formulating the Joint 

Crediting Mechanism (JCM) projects (feasibility study).  

 Facilitating policy formulation by dialogue under city to city cooperation with 

Fukushima city, Ayeyarwady region and Sagaing region (having workshop). 

Under the Partnership for Low Carbon Initiative between Fukushima city and 

Ayeyarwady region, many workshops were implemented in both of Fukushima city, 

and Pathein city, sharing the experiences of policy planning and activities in 

Fukushima city and, discussing the candidate JCM Projects and recognized issues, 

future perspectives and idea of action plan.  

 

One of key outcomes of our partnership is development of Rice Husk Power 

Generation project in Myaung Mya Township (now under construction). The 

project is the new problem-solving approach for solving energy access and 

waste management. This approach is expected to spread in many rural 

communities in Myanmar. Hence, further policy dialogues and cooperation, such 

as supports of developing plans and capacity building in following fields under 

inter-regional collaboration in Ayeyarwady regional government and Sagaing 

regional government are highly expected. 

 Promotion of waste treatment measures (including rice husk power generation 

system in local communities) 

 Promotion of renewable energy based micro-grid system in local communities 

 Solar power generation system and solar powered low-carbon water treatment 

system 
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The workshop will facilitate city to city cooperation for improvement of energy 

access, and sustainable waste treatment system e.g. rice husks.  

 Sharing experiences of policy planning in Fukushima city and achievement of 

policy dialogue between Ayeyarwady region and Fukushima city. 

 Discussion on candidate projects, and approach for regional waste treatment 

system and local distributed self-reliance power system (e.g. capacity building, 

and planning support for facilitating the implementation of waste treatment 

project) in the regions. 

 

Agenda of Workshop 
Date and Venue 

Date 6 th (Tuesday) February 2018, 13:00 – 16:00 

Venue Yangon, Myanmar 

Program 

Opening remark Greeting and speech (Myanmar side & Japanese side) 

from Japanese 

side 

 Introduction of Partnership for Low Carbon Initiative, and 

Sharing the activities of policy dialogue between  

Ayeyarwady region and Fukushima city 

 

 Introduction of Fukushima City and Policy in Fukushima  

City  

 

 Business Case of Companies in Fukushima  

 

 Idea of new solution model  

(i.e. Rice husk power generation, PV system and  

microgrid system) 

Coffee brake   

from Myanmar from Ayeyarwady region and Sagaing region 
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side  

- Current situation and prospective in the region on the topics 

of electrification (including micro-grid), and waste 

management (solid waste and waste water) 

 

- Expectation to our partnership 

Discussion Q&A, ideas and comments for further cooperation 

Closing Closing Remarks (Myanmar side & Japanese side) 
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Network Meeting 

between Fukushima Chamber of Commerce &Industry, and 

Chambers of Commerce and Industry in Myanmar 

Background and Objective 

 

Fukushima City Government, Fujita Corporation, Mitsubishi Research 

Institute, Fukushima Chamber of Commerce & Industry and Myanmar 

regional governments (Ayeyarwady Region: starting from in 2015, and with 

Sagaing Region: joining from 2017) has built a cooperative relationship under 

the Partnership for Low Carbon Initiative in Myanmar.  

 

Policy dialogue and business dialogue were implemented in various workshops 

at Fukushima city, and Pathein city. We are sharing the experiences of policy 

and discussing the candidate cooperative projects in mainly renewable energy 

and environmental sectors.  

Key Activities in FY2016: Workshop in Pathein City (September 2016), Workshop in 

Fukushima City (October 2016), Discussions with visitors to Japan, site visits 

(January 2017, Tokyo), Workshop in Pathein City (January 2017) 

Key Activities in FY2017: Workshop in Fukushima City (July 2017), Sagaing Region 

joins the city to city partnership for Low-Carbon City (from September 2017), 

Workshop in Pathein City (September 2017), Workshop in Fukushima City (January 

2018), Workshop in Yangon (February 2018) 

Myanmar various business opportunities in an emerging economy. In the 

experience in Japan, companies diversified their business activities during the 

period of high economic growth. Japanese experiences and technologies are 

highly expected for Myanmar business sectors. Especially, small and 

medium-sized enterprises in local city play key roles of developments of the local 

economy and solving local issues such as energy supply, environment 
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protection, recycling, agriculture & food production, logistics, local infrastructure 

fields.   

 

This meeting will facilitate business networking between Fukushima Chamber of 

Commerce &Industry and Chambers of Commerce and Industry in Myanmar 

with sharing both of organization activities and business activities. 
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Agenda of Network Meeting 

between Fukushima Chamber of Commerce &Industry, and 

Chambers of Commerce and Industry in Myanmar 

Date and Venue 

Date 7 th (Wed) February 2018, 14:00 – 16:00 

Venue Meeting room in UMFCCI, Yangon, Myanmar 

Program 

Opening remark Greeting (Japanese side) 

Fukushima Chamber of Commerce &Industry 

Fukushima City 

Greeting (Myanmar side) 

 

from Japanese 

side 

Introduction of our activates: Partnership for Low Carbon 

Initiative between Japan and Myanmar 

Mitsubishi Research Institute, Fujita Corporation 

 

Introduction of Fukushima City, Japan 

Fukushima City Government 

 

Business case of companies in Fukushima  

Fukushima Chamber of Commerce &Industry 

Daizen Co., Ltd. 

Discussion Q&A, ideas and comments for further cooperation 

 

Closing Closing Remarks (Japanese side) 

 



19 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ等における様子 
 

 

 

 

《写真》 
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福島市でのワークショップ等（2017年 7月開催・福島市） 

 

検討会の様子 

福島市において、本年度の実施計画・実施状況、今後の実施内容について検討を行った。 

  

 

【7月施設見学・検討会・交流会（於福島市）】 

 

福島市長表敬訪問の様子 

小林市長から歓迎の挨拶が行われ、意見交換を行った。 
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福島市職員による講義の様子 

市担当者より福島市の取り組みを紹介した。 

  

 

 

 

検討会（ワークショップ）の様子 

エーヤワディ管区・パティン市での取り組み、福島市での取り組み紹介し、ディスカッ

ションを実施した。 
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交流会の様子 

福島商工会議所の会員企業関係者を交えたミャンマー関係者との意見交換。 

ミャンマーの食べ物の紹介もあり、交流を深めた。 
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ミャンマー現地でのワークショップ等（2017年 9月開催・パティン市） 

 

エーヤワディ管区の状況 

管区の州都であり、エーヤワディ川の支流であるパティン川のほとりに位置する港湾都

市。 

 

 

 

ワークショップ・現地政府関係者との意見交換 

管区担当大臣に冒頭出席頂き、管区関係者が参加し実施。 
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ミャンマー現地での環境教育の取り組み支援（パティン市） 

 

新規工業団地の近隣の小学校 

公立の小学校で、福島市での環境教育の取り組みを紹介。 
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ミャンマー現地でのワークショップ等（2018年 2月開催・ヤンゴン） 

 

表敬訪問 

 

 

 

 

ワークショップ 
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交流会 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

添付資料 III 配布資料編 

 

 

  



添付資料 III 内容 

 
1. 福島市ワークショップ（2017年 7月）配布資料 

 

2. エーヤワディ管区ワークショップ（2017年 9月）

配布資料 

 

3. ヤンゴンワークショップ（2018年 2月）配布資料 
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福島市ワークショップ 

（2017年 7月） 

 

 

 

 

《配布資料》 
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福島市の環境教育に対する取組み事例などの紹介 

福島市内小学校 

 

１．福島市の小学校                     

（１）各学年での取組み内容、ねらい 

学年 内容 ねらい 

１ 年

生 

生活科：きれいに咲いてね 

 

植物を育て，その変化や成長の様子に気

付くとともに，植物に親しむ。 

２ 年

生 

生活科：野菜をそだてよう 

 

生き物となかよし 

野菜の栽培に関心をもち，大切に世話を

する。 

身近な生き物の生息する環境や，変化や

成長，生命があることなどに気付き，大切

に世話をする。 

３ 年

生 

理科 種をまこう 

   花が咲いたよ 

   実ができたよ 

   チョウを育てよう 

こん虫を調べよう 

植物を育て，植物の成長の順序について

とらえる。 

 

モンシロチョウを育て，成長の変化をと

らえるとともに，成虫の体のつくりにつ

いて知る。こん虫の体のつくりを知る。 

４ 年

生 

社会：水はどこから 

   ごみの処理と利用 

（理科：夏の星・冬の星） 

総合：「瀬上 水のたんけ

んたい」 

自分も地域社会の一員として節水やごみ

の減量，資源の有効利用などに協力しよ

うとする。 

社会科で学習した知識や技能を他の学習

や生活に生かしたり，まとめたりする。 

５ 年

生 

社会：自動車をつくる工業 

家庭科：かたづけよう（環

境美化） 

    調理→水，ごみ処

理 

総合：環境について考えよ

う（米） 

自動車が人や環境に与える影響を知る。 

ごみの始末や不用品の活用の仕方を工夫

し，環境を考えた生活の仕方がわかる。 

米の学習を通して環境について考える。 

６ 年

生 

理科：人のくらしと環境 

   地球に生きる 

 

家庭科：クリーン作戦（環

境美化） 

人の暮らしと環境との関わりについて空

気や水との関わりを中心に考える。 

人と環境の関わりに興味をもち，調べる

計画を立てる。 

住まい方に関心をもち，工夫してそうじ
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   調理→水，ごみ処理 ができる。（ごみの分別） 

全 

校 

牛乳パック回収（給食委員

会） 

ペットボトルのキャップ

回収 

（環境委員会） 

牛乳パックリサイクル 

キャップリサイクル 

 

（２）年間スケジュール（例：小学４年生） 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 ２月 

内

容 

環 境

教 育

に 関

す る

計 画

の 確

認 

運 動

会 の

競 技

で の

取組、

ダム・

浄 水

場 見

学 

水道出

前 授

業、ク

リーン

センタ

ー 見

学、下

水処理

場見学 

西根堰

見学 

自 分 た

ち に で

き る こ

と の 計

画・実践 

市環境フ

ェスタ発

表準備 

市環境フ

ェスタ発

表会、学

習発表会 

※環境学

習の発表 

環境教育

のまとめ 

 

（３）具体的な取組み内容を 

  ①パワポや映像で小学校での環境教育に取り組んでいる様子を伝える。 

   ・小学校４年生が運動会でチャンス競争 

（運動会の写真または映像：水と電気（瀬上小の例）） 

    →こうした小学生が取組みやすい部分に環境教育の視点から取り入れ

ている良い例 

  ②摺上川ダム・すりかみ浄水場見学の様子 

    校内での節水の取組 

  ③荒川クリーンセンター等見学の様子 

    ごみの分別の取組 

 

（４）環境副読本の活用の仕方 

  ①ふくしまの水道 ２０１７ 

  ②平成２９年度版 わたしたちの福島～福島市のかんきょう～ 

    ※主に社会科の授業，見学，水道出前教室の際に活用 
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（５）取り組みの効果（例） 

  ①子ども自身への効果（学校、家庭など） 

   ・必要な分だけ水をくみ，出しっ放しにしなくなった。 

   ・家でもごみを分別するようになった。 

   ・理科の自由研究への取組 

  ②家庭や地域への効果 

（子どもを通じて、あるいは学校での取組を通じて、家庭や地域への影響等） 

   ・家で節水やごみの分別のポスターを作って貼った。（家族に呼びかけた） 

 

２．ヤンゴンの日本人学校（小学部） 

（１）小学部各学年での取組み内容、ねらい 

学年 内容 ねらい 

２年生 

生活科「もっとなかよしまちた

んけん」 

・学校のまわりの散策 

 学校の周りの自然，商店や住宅の

様子をとらえる。 

３年生 

社会科「店ではたらく人」 

・シティーマート見学 

スーパーマーケットの見学を通

して，「エコの日」を知り，環境保全

を考えた取組みを理解する。 

４年生 

社会科「住みよいくらしを

つくる」 

・ミャウッダゴンのごみ収

集場 

・町をきれいにしている

人々 

 ごみ収集場でごみの分別をして，

リサイクルに取組んでいることを

理解する。 

 ヤンゴン市が町をきれいにする

取組みをして，環境保全をしている

ことを理解する。 

 

（２）年間スケジュール（小学部２，３，４年） 

月 ７月 ９月 １０月 

内容 

小学部４年「段ボー

ルリサイクル工場の

見学」 

小学部３年 

「シティーマート見

学」 

小学部２年 

「町探検」 

 

（３）具体的な取組み内容 

 ① 環境教育の冊子作成 

   環境教育を含む現地理解学習資料として「ヤンゴン」(資料タイトル)を作

成している。 
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 ② 見学・校外学習の実施 

   町探検（２年），シティーマート見学（３年），段ボールリサイクル工場見

学（４年） 

 

（４）環境副読本（ミャンマー版）の活用の仕方 

   小学部３，４年の社会科は，地域(ヤンゴン市内)の素材を題材として学習

を進めていくので，ヤンゴン日本人学校で作成している現地理解学習資料

「ヤンゴン」の活用は欠かせない。この資料は，教科書として活用している。 

 

（５）取り組みの効果（例） 

 ① 子ども自身への効果（学校、家庭など） 

   ヤンゴン市内でも，日本と同じように自然環境や都市環境の保全に取り

組んでいることを理解することができた。 

 ② 家庭や地域への効果 

（子どもを通じて、あるいは学校での取組を通じて、家庭や地域への影響等） 

   シティーマートでの買い物するときは，マイバックを持っていく家庭が

少しずつ増えてきた。ごみの分別（生ごみとそれ以外のごみ）を意識するよ

うになってきた。 

 

（６）ミャンマーで感じた環境教育に対する違い（日本との比較で） 

日本との環境教育の大きな違いは，ごみ問題である。ミャンマーの習慣で

は，ごみ(生活から出るものは「ごみ」という意識はない)は普通に捨てるも

のとされていた。これは，仏教の教えに沿ったものである。しかし，ごみの

種類が変わってきた現在でもこの習慣が根付いており，町には多くのプラス

チック系のごみが散乱している。このような状態を目の当たりにすると，環

境保全に対する意識はそれほど大きくないと感じる。このような状況を変え

てくためには，現地の学校における環境教育が必要であると感じた。 

 

（７）ミャンマーにおける JICAの小学校に対する取組み 

  私がヤンゴン日本人学校に勤務して３年目に当たる 2014年度から，ミャン

マー教育省の教科書改訂の支援を５年計画のプログラムで協力することにな

った。このプログラムには，JICA の専門家が，ミャンマー教育省担当者にア

ドバイスしながら実施された。 

  ヤンゴン日本人学校では，日本の学校教育の取組み事例を，国語，社会，算

数，理科，英語，音楽，図画工作，体育，道徳の授業を通して紹介した。私は，

小学部３年社会科「店ではたらく人」の授業を提供し，見学学習の取り入れる
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ことの有効性を伝えるとともに，シティーマートが環境を考えた「エコバック

の日」を取り入れていることの重要性を，ミャンマーの社会科を専門にしてい

る先生方に話した。 

 

福島市内小学校 教諭 

（前 在ミャンマー日本国大使館附属ヤンゴン日本人学校） 
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福島における環境教育（ミャンマー語資料） 
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エーヤワディ管区ワークショップ 

（2017年 9月） 

 

 

 

 

《配布資料》 
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ヤンゴンワークショップ 

（2018年 2月） 
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添付資料 IV 詳細資料編 
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添付資料 IV 内容 

 

1. Pathein Industrial City 詳細資料 

 

2. ミャンマーにおけるミニグリッド・PV プロジェクト

参考資料 
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ミャンマーにおけるミニグリッド・PV プロジェクト 

参考資料 
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（参考）ミャンマーにおけるミニグリッドの状況 

 

ADB ではミャンマーの地方部 12 箇所においてミニグリッドの導入を支援しており、こ

れに基づいた報告書（ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A 

Guidebook”、2017年1）を公表している。ミニグリッドの導入場所を以下に示す。 

 

 

図 ADBミニグリッド設置箇所 

出典）ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A Guidebook” 

 

ミニグリッドの導入は、向こう 5 年以上中央系統による電力供給が見込まれない地域を

対象として行われた。また、ミニグリッドの最適規模として、150～200世帯程度が在住す

る村落が選ばれている。ADBがプロジェクトコストの 8割を負担する一方、残りの 2割に

ついては住民が負担する必要があるため、これに関する合意が得られた地域が選定された。

一部の村落においては、ディーゼル発電機を活用したシステムが既に導入されており、こ

れに再生可能エネルギー発電設備を追加することで燃料コストを削減する取り組みが行わ

                                                   
1 https://www.adb.org/documents/developing-renewable-mini-grids-myanmar-guidebook（最終閲覧日

2018年 2月 25日） 

https://www.adb.org/documents/developing-renewable-mini-grids-myanmar-guidebook
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れた。PVミニグリッドシステム、ハイブリッドシステム構成例を以下に示す。 

 

 

図 PVミニグリッドシステム構成例 

出典）ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A Guidebook” 、2017年 
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図 ハイブリッドミニグリッドシステムの構成例 

出典）ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A Guidebook”、2017年 

 

ミニグリッドの導入に際しては、平均的な世帯における電力需要データを分析している（下

図参照）。農村の平均的な世帯における主な電力需要機器は、照明機器、テレビ、携帯電話

の充電器等が上げられ、負荷は住民が在宅する夜の 18時以降から朝の 8時に集中している

ことが分かる。これは太陽光発電の発電パターンと逆のものであり、ミニグリッドシステ

ムには蓄電システムの導入が不可欠であることが分かる。 

 

 

図 平均的な世帯における時間別負荷 

出典）ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A Guidebook” 、2017年 
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また、ミニグリッドシステムの所有形態としていくつかのモデルを想定している。コミ

ュニティ（自治体）自身がミニグリッドの所有・運用者になる場合は、初期コスト負担の

補助金や維持管理リソース育成のためのキャパシティビルディングが必要となることが指

摘されている。一方、民間企業（特定住民、電力会社や第三者企業）による所有・運用が

成立するには、ミニグリッドシステムがある程度の規模を有する必要があることや、中央

系統が拡大した場合の対応についてあらかじめ規制機関等と調整しておく必要があること

が指摘されている。しかし、現時点ではそのような規制制度がミャンマーにおいて整備さ

れていないため、民間企業がミニグリッドを所有・運用するモデルは、現実的にリスクが

高すぎて実現しない可能性が高い。または、コミュニティ（自治体）と民間企業の共同事

業として、発電設備資産投資や維持管理を民間企業が担い、配電部分への投資と電力料金

の回収業務をコミュニティ（自治体）が担うというモデルも有り得る。このようなモデル

を実現させるためには、各主体の役割を明確に記載した契約が重要となる。 

 

同報告書では、200世帯を対象とした PVミニグリッドシステムのコスト構成例が示され

ている。全体で 75,000 USD程度のプロジェクトコストが想定されている。 

 

 

図 200世帯用 PVミニグリッドシステムのコスト構成例 

出典）ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A Guidebook” 、2017年  
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（参考）ミャンマーにおける再生可能エネルギープロジェクト（太陽光発電）の例 

 

ミャンマーでは2010年代前半から様々な大規模太陽光発電プロジェクトの契約締結に関

する報道が行なわれてきたが、実際に建設・運用が開始された事例は多くない。ミャンマ

ーにおける初の系統連系型太陽光発電プロジェクトは、Sunlabob Renewable Energyとい

うラオス企業によって設置された。同社は従来ミャンマーにおいてオフグリッド型の PVを

活用したミニグリッドプロジェクトに多数関わってきていたが（JICA支援の 11のプロジ

ェクトを担当）、2017年に入って初の系統連系型プロジェクトが実施された。PVが導入さ

れたのはヤンゴン市内における大型商業施設 Junction City（Shwe Taung Group 事業）の

建物の屋上であり、117 kWの PVシステムが設置された2。導入の意図は主に電力供給品質

の向上と、ディーゼル発電機の燃料コストを削減することである。 

同社は 2つ目のプロジェクトの建設も終了しており、オーストリアの縫製工場Anita Asia

の屋上に 92.6 kWの PVシステムが設置された。年間 122,000 kWh程度の発電量が見込め

るこのプロジェクトでは、工場の電力需要の約 25%程度が太陽光発電によって賄われる見

通しとなっている3。 

 

また、現時点で建設は始まっていないものの、合計 220 MW相当の PVプロジェクトに

関する検討が進んでいる。タイを拠点とする Green Earth Power（GEP）がMagway管区

において 220 MWのプロジェクトを提案している。Myanmar Electric Power Enterprise

と 30年間の PPA契約を結んだという。プロジェクトは全 4フェーズに分けて実行予定で

あり、最初の 3フェーズにおいて 50 MW、最後のフェーズにおいて 70 MWが建設される。

4フェーズ全体のプロジェクトコストは 292.62百万 USDの予定となっている4。同社は

2013年においてもミャンマーの電力会社と再生可能エネルギープロジェクトに関する

MoU締結の報道が流れたが、その後具体的な事業化の動きが見られなかった。2013年時点

では、350百万 USD程度のプロジェクトコストが報じられていた5。 

出典）ADB “Developing Renewable Energy Mini-Grids in Myanmar; A Guidebook” 、2017年 

                                                   
2 “Junction city to feature Myanmar’s first grid-connected solar PV system” Sunlabob 

Renewable Energy（アクセス日時：2018年 2月 26日）

http://www.sunlabob.com/news-2016/junction-city-to-feature-myanmars-first-grid-conn

ected-solar-pv-system.html 
3 “Sunlabob Renewable Energy partners with Anita Asia on rooftop solar PV at 

Myanmar garment factory” Sunlabob Renewable Energy（アクセス日時：2018年 2月

26日） 

http://www.sunlabob.com/news-2017/sunlabob-renewable-energy-partners-with-anita-a

sia-on-rooftop-solar-pv-at-myanmar-garment-factory.html  
4 East Coast Furnitech Company Limited（アクセス日時：2018年 2月 26日） 

https://www.set.or.th/set/pdfnews.do?newsId=14915218406730&sequence=0  
5 “Thai firm signs 300MW solar deal” Myanmar Times (アクセス日時：2018年 2月 26

日) https://www.mmtimes.com/business/20424-thai-firm-signs-300mw-solar-deal.html  

http://www.sunlabob.com/news-2016/junction-city-to-feature-myanmars-first-grid-connected-solar-pv-system.html
http://www.sunlabob.com/news-2016/junction-city-to-feature-myanmars-first-grid-connected-solar-pv-system.html
http://www.sunlabob.com/news-2017/sunlabob-renewable-energy-partners-with-anita-asia-on-rooftop-solar-pv-at-myanmar-garment-factory.html
http://www.sunlabob.com/news-2017/sunlabob-renewable-energy-partners-with-anita-asia-on-rooftop-solar-pv-at-myanmar-garment-factory.html
https://www.set.or.th/set/pdfnews.do?newsId=14915218406730&sequence=0
https://www.mmtimes.com/business/20424-thai-firm-signs-300mw-solar-deal.html
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